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図４．１０　流量の縦断分布
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図４．１１　主な河川横断工作物
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表４．２　吉野川魚介類の確認状況（既存調査結果）（１／４）
早明浦ダ
ムST湖3

早明浦ダ
ムST湖2

池田ダム
ST5

池田ダム
ST2

三好大橋 青石橋
脇町潜水
橋

穴吹橋
阿波麻植
大橋

高瀬橋 田宮

13年
7月・9月

13年
7月・9月

13年
7月・9月

13年
7月・9月

8、13年
8月・10月

8、13年
8月・10月

8年
8月・10月

13年
8月・10月

8、13年
8月・10月

8、13年
8月・10月

8、13年
8月・10月

生物A 魚類 サケ科 アマゴ ○

サケ科 サツキマス ○
その他 魚類 キュウリウオ科 ワカサギ ○ ○

キュウリウオ科 アユ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
生物B 魚類 ウナギ科 ウナギ ○ ○ ○ ○

コイ科 オイカワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コイ科 ウグイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コイ科 コイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コイ科 ギンブナ(フナ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コイ科 ゲンゴロウブナ ○ ○

ドジョウ科 ドジョウ ○

ナマズ科 ナマズ ○ ○ ○ ○ ○

ボラ科 ボラ ○

ハゼ科 ヨシノボリ類 ○ ○ ○ ○

ハゼ科 シマヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハゼ科 オオヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○

ハゼ科 トウヨシノボリ橙色型 ○ ○
甲殻類 テナガエビ科 スジエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テナガエビ科 テナガエビ ○ ○ ○ ○

イワガニ科 モクズガニ ○ ○ ○ ○
貝類 ヤマトシジミ科 マシジミ ○ ○

ヤマトシジミ科 ヤマトシジミ ○
その他 魚類 アカエイ科 アカエイ ○

コノシロ科 コノシロ ○

ニシン科 イワシ類 ○

ニシン科 サッパ ○

ニシン科 マイワシ ○

コイ科 オイカワ属 ○ ○

コイ科 カワムツ ○ ○ ○ ○

コイ科 カワムツＢ型 ○ ○ ○ ○ ○

コイ科 ハス ○ ○ ○

コイ科 フナ属（Carassius属の一種） ○ ○ ○ ○ ○

コイ科 タカハヤ ○

コイ科 モツゴ ○ ○ ○

コイ科 カマツカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

項目・分類・科・種名

調査地点

調査実施時期
（平成）



表４．２　吉野川魚介類の確認状況（既存調査結果）（２／４）
早明浦ダ
ムST湖3

早明浦ダ
ムST湖2

池田ダム
ST5

池田ダム
ST2

三好大橋 青石橋
脇町潜水
橋

穴吹橋
阿波麻植
大橋

高瀬橋 田宮

その他 魚類 コイ科 スゴモロコ属（Squalidus属の一種） ○ ○ ○ ○

コイ科 ニゴイ（Hemibarbus）属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コイ科 ニゴイ類 ○ ○ ○ ○ ○

コイ科 コウライニゴイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コイ科 タイリクバラタナゴ ○ ○ ○ ○

コイ科 タナゴ属 ○

コイ科 ヤリタナゴ ○

コイ科 コイ科の一種 ○

ドジョウ科 シマドジョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドジョウ科 スジシマドジョウ ○

ギギ科 アカザ ○

ギギ科 ギギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アナゴ科 マアナゴ ○

トウゴロウイワシ科 トウゴロウイワシ科 ○

ボラ科 コボラ ○

ボラ科 セスジボラ ○

ボラ科 メナダ ○

ボラ科 メナダ属（Chelon属の一種） ○

ボラ科 ボラ科 ○

タイワンドジョウ科 カムルチー ○ ○

サヨリ科 サヨリ ○

メジナ科 メジナ ○

シマイサキ科 コトヒキ ○

シマイサキ科 シマイサキ ○

スズキ科 スズキ ○

バス科 ブラックバス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バス科 ブルーギル ○ ○ ○

キス科 シロギス ○

タイ科 キチヌ ○

タイ科 クロダイ ○

タイ科 マダイ ○

アジ科 ギンガメアジ ○

アジ科 オニヒラアジ ○

アジ科 ロウニンアジ ○

アジ科 コバンアジ属 ○

アジ科 ヨロイアジ属（Carangoides属の一種） ○

ヒイラギ科 ヒイラギ ○

項目・分類・科・種名

調査地点



表４．２　吉野川魚介類の確認状況（既存調査結果）（３／４）
早明浦ダ
ムST湖3

早明浦ダ
ムST湖2

池田ダム
ST5

池田ダム
ST2

三好大橋 青石橋
脇町潜水
橋

穴吹橋
阿波麻植
大橋

高瀬橋 田宮

その他 魚類 イソギンポ科 イダテンギンポ ○

ハゼ科 アカオビシマハゼ ○

ハゼ科 アベハゼ ○

ハゼ科 ウキゴリ ○

ハゼ科 ウロハゼ ○

ハゼ科 エドハゼ ○

ハゼ科 カワヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハゼ科 ゴクラクハゼ ○ ○ ○

ハゼ科 タビラクチ ○

ハゼ科 チクゼンハゼ ○

ハゼ科 トビハゼ ○

ハゼ科 ドンコ ○ ○ ○ ○ ○

ハゼ科 チチブ ○

ハゼ科 ヌマチチブ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハゼ科 ハゼ科 ○

ハゼ科 ヒメハゼ ○

ハゼ科 ビリンゴ ○

ハゼ科 マハゼ ○

ハゼ科 ミミズハゼ ○

ハゼ科 ミミズハゼ属（Luciogobius属の一種） ○

ウミタナゴ科 ウミタナゴ ○

カワハギ科 カワハギ ○

マフグ科 クサフグ ○

マフグ科 フグ類 ○

カサゴ科 カサゴ ○

フサカサゴ科 メバル ○

アイナメ科 クジメ ○

コチ科 マゴチ ○

コチ科 コチ属（Platycephalus属の一種） ○

カレイ科 イシガレイ ○

甲殻類 ヌマエビ科 ミナミヌマエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヌマエビ科 ミゾレヌマエビ ○

クルマエビ科 クルマエビ ○

クルマエビ科 ヨシエビ ○

クルマエビ科 クマエビ ○

テナガエビ科 スジエビモドキ ○

テナガエビ科 シラタエビ ○

テッポウエビ科 Alpheus属の一種 ○

項目・分類・科・種名

調査地点



表４．２　吉野川魚介類の確認状況（既存調査結果）（４／４）
早明浦ダ
ムST湖3

早明浦ダ
ムST湖2

池田ダム
ST5

池田ダム
ST2

三好大橋 青石橋
脇町潜水
橋

穴吹橋
阿波麻植
大橋

高瀬橋 田宮

その他 甲殻類 エビジャコ科 エビジャコ ○

ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ科 アメリカザリガニ ○ ○ ○

ホンヤドカリ科 ユビナガホンヤドカリ ○

イシガニ科 イシガニ ○

イワガニ科 ハマガニ ○

イワガニ科 クロベンケイガニ ○

カラッパ科 アミメキンセンガニ ○

カラッパ科 キンセンガニ ○

サワガニ科 サワガニ ○ ○

スナガニ科 シオマネキ ○

ワタリガニ科 ガザミ ○

貝類 サカマキガイ科 サカマキガイ ○

タニシ科 オオタニシ ○

カワニナ科 カワニナ ○ ○

カワニナ科 チリメンカワニナ ○ ○

モノアラガイ科 ヒメモノアラガイ ○

リンゴガイ科 スクミリンゴガイ ○ ○ ○

アクキガイ科 アカニシ ○

イガイ科 クログチガイ ○

イガイ科 コウロエンカワヒバリガイ ○

イタボガキ科 マガキ ○

シオサザナミガイ科 シオサザナミガイ科の一種 ○

※分類体系は山渓カラー名鑑日本の淡水魚（山と渓谷社,1989）・学研生物図鑑魚類（学習研究社, 1983)・新日本動物図鑑（中）（北隆館,1965）等を参考とした。

データの出典： 国土交通省、河川水辺の国勢調査、2001年度（7月・9月）調査　（早明浦ダム）
調査機関・名称・年度 国土交通省、河川水辺の国勢調査、2001年度（7月・11月）調査　（池田ダム）

国土交通省、河川水辺の国勢調査、1996年度（8月・10月）、2001年度（8月・10月）調査

項目・分類・科・種名

調査地点




